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インターバンクの声 （2017 年 11 月 28 日） 
 

昨夜のニューヨーク市場での円相場が、9 月中旬以来約 2 ヵ月半ぶりに 111 円を割

り込んだ。アジアに続いて欧州でも株安となり、ましてや米金利も低下傾向とあって

はドル買いへの食指も動かない。ダメ押しとなったのは、北朝鮮による弾道ミサイル

の発射準備をうかがわせる電波信号が捕捉されたとの情報が伝わったことだ。北朝

鮮が最後にミサイル発射を行ったのが 9/15 で、偶然重なっただけだろうが、北朝鮮

情勢の緊迫化と米金利の低下が同時に起こっての 110 円台入りだ。この水準では、

弱いながらも 110 円 70 銭付近にサポートがあるが、ここを抜けてしまうと心理的な壁

となる 110 円ちょうど前後が次の目標になる。さらに下抜ければ 108 円台後半ないし

9 月上旬に付けた 108 円割れすら照準に入るようだ。28 日のパウエル次期 FRB 議

長の公聴会での発言や、30 日にも行われるとされる米上院での税制改革法案の採

決の行方が気になり、すぐにはドル売りにも走れない。相場が大きく動き出すとすれ

ば月末からかも知れない。 
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